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(57)【要約】
【課題】フロア部の歪み及び変形を好適に防止すること 
が可能な車体フロア構造を提供する。
【解決手段】車体フロア構造１は、車幅方向一対のサイ 
ドシル間に架設されるフロア部としての下壁部１３及び 
本体部２１と、フロア部の車幅方向中間部において前後 
方向に延びており、上に凸形状を呈するトンネル部とし 
ての上壁部１１及び側壁部１２，１２と、を備え、フロ 
ア部には、トンネル部との境界部から車幅方向に延びる 
複数の第一稜線８１ａ，８１ｂ，８２ａ，８２ｂが形成 
されており、複数の第一稜線８１ａ，８１ｂ，８２ａ， 
８２ｂは、車幅方向外側にいくにつれて前方に向かうよ 
うに傾斜している。
【選択図】図４

審査請求　未請求　請求項の数　7　　ＯＬ　（全10頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 車 幅 方 向 一 対 の サ イ ド シ ル 間 に 架 設 さ れ る フ ロ ア 部 と 、
　 前 記 フ ロ ア 部 の 車 幅 方 向 中 間 部 に お い て 前 後 方 向 に 延 び て お り 、 上 に 凸 形 状 を 呈 す る ト  
ン ネ ル 部 と 、
　 を 備 え 、
　 前 記 フ ロ ア 部 に は 、 前 記 ト ン ネ ル 部 と の 境 界 部 か ら 車 幅 方 向 に 延 び る 複 数 の 第 一 稜 線 が  
形 成 さ れ て お り 、
　 複 数 の 前 記 第 一 稜 線 は 、 車 幅 方 向 外 側 に い く に つ れ て 前 方 に 向 か う よ う に 傾 斜 し て い る
　 こ と を 特 徴 と す る 車 体 フ ロ ア 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ト ン ネ ル 部 は 、
　 前 記 フ ロ ア 部 か ら 上 方 に 延 設 さ れ る 車 幅 方 向 一 対 の 側 壁 部 と 、
　 車 幅 方 向 一 対 の 前 記 側 壁 部 の 上 端 部 同 士 を 繋 ぐ 上 壁 部 と 、
　 を 備 え 、
　 前 記 側 壁 部 に は 、 前 記 第 一 稜 線 と 繋 が っ て 上 下 方 向 に 延 び る 複 数 の 第 二 稜 線 が 形 成 さ れ  
て い る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 車 体 フ ロ ア 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 複 数 の 前 記 第 一 稜 線 及 び 複 数 の 前 記 第 二 稜 線 は 、 前 記 フ ロ ア 部 及 び 前 記 ト ン ネ ル 部 に 跨  
る ビ ー ド 部 に よ っ て 形 成 さ れ て い る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 車 体 フ ロ ア 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 フ ロ ア 部 に は 、 前 記 ト ン ネ ル 部 よ り も 前 方 に 設 け ら れ て い る サ ブ フ レ ー ム が 連 結 さ  
れ て お り 、
　 複 数 の 前 記 第 一 稜 線 及 び 複 数 の 前 記 第 二 稜 線 は 、 前 記 フ ロ ア 部 及 び 前 記 サ ブ フ レ ー ム の  
連 結 部 位 よ り も 車 幅 方 向 内 側 に 配 置 さ れ て い る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 車 体 フ ロ ア 構 造 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 フ ロ ア 部 に お け る 前 記 ト ン ネ ル 部 及 び 前 記 サ イ ド シ ル の 間 に お い て 、 前 後 方 向 に 延  
び る フ ロ ア フ レ ー ム を 備 え 、
　 前 記 サ ブ フ レ ー ム は 、 延 長 部 材 を 介 し て 前 記 フ ロ ア フ レ ー ム に 連 結 さ れ て お り 、
　 複 数 の 前 記 第 一 稜 線 及 び 複 数 の 前 記 第 二 稜 線 は 、 前 記 フ ロ ア フ レ ー ム 及 び 前 記 延 長 部 材  
の 連 結 部 位 よ り も 車 幅 方 向 内 側 に 配 置 さ れ て い る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 車 体 フ ロ ア 構 造 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 ト ン ネ ル 部 の 前 記 フ ロ ア 部 か ら の 上 下 方 向 高 さ は 、 後 方 に い く に つ れ て 低 く な る よ  
う に 設 定 さ れ て い る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 車 体 フ ロ ア 構 造 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 ト ン ネ ル 部 か ら 車 幅 方 向 外 側 に 延 び る フ ロ ア ク ロ ス メ ン バ を 備 え 、
　 複 数 の 前 記 第 一 稜 線 及 び 複 数 の 前 記 第 二 稜 線 は 、 前 記 フ ロ ア ク ロ ス メ ン バ よ り も 前 方 に  
設 け ら れ て い る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 車 体 フ ロ ア 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 車 両 に お け る 車 体 フ ロ ア 構 造 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
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　 車 両 の フ ロ ア 構 造 と し て 、 特 許 文 献 １ に は 、 サ イ ド メ ン バ 及 び ク ロ ス メ ン バ が 交 差 す る  
コ ー ナ ー 部 の 近 傍 に 、 円 弧 形 状 の ビ ー ド 部 が 配 置 さ れ て い る 構 造 が 記 載 さ れ て い る 。 ビ ー  
ド 部 は 、 車 体 に お け る 左 右 方 向 に 延 び る 形 状 を 呈 し て お り 、 車 両 衝 突 時 の 衝 撃 荷 重 を 効 率  
よ く 分 散 し て 応 力 の 集 中 を 回 避 す る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ ２ － １ ２ １ ４ ７ １ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 車 両 の フ ロ ア に は 、 捩 じ れ 方 向 の 荷 重 が 作 用 す る こ と が あ る が 、 特 許 文 献 １ に 記 載 の ビ  
ー ド 部 で は 、 か か る 捩 じ れ 荷 重 に よ る フ ロ ア の 歪 み 及 び 変 形 （ 破 断 等 ） を 十 分 に 抑 制 す る  
こ と は で き な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 前 記 の 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 フ ロ ア 部 の 歪 み 及 び 変 形 を 好 適 に 防  
止 す る こ と が 可 能 な 車 体 フ ロ ア 構 造 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 前 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 車 体 フ ロ ア 構 造 は 、 車 幅 方 向 一 対 の サ イ ド シ ル  
間 に 架 設 さ れ る フ ロ ア 部 と 、 前 記 フ ロ ア 部 の 車 幅 方 向 中 間 部 に お い て 前 後 方 向 に 延 び て お  
り 、 上 に 凸 形 状 を 呈 す る ト ン ネ ル 部 と 、 を 備 え 、 前 記 フ ロ ア 部 に は 、 前 記 ト ン ネ ル 部 と の  
境 界 部 か ら 車 幅 方 向 に 延 び る 複 数 の 第 一 稜 線 が 形 成 さ れ て お り 、 複 数 の 前 記 第 一 稜 線 は 、  
車 幅 方 向 外 側 に い く に つ れ て 前 方 に 向 か う よ う に 傾 斜 し て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に よ る と 、 ト ン ネ ル 部 近 傍 に 集 中 す る 応 力 （ 捩 じ れ 荷 重 ） を 斜 め 方 向 に 延 び る 稜  
線 に 分 散 す る こ と に よ っ て 、 当 該 応 力 に 対 す る 剛 性 を 向 上 す る こ と が で き 、 フ ロ ア 部 の 歪  
み 及 び 変 形 を 好 適 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 車 体 フ ロ ア 構 造 を 模 式 的 に 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 車 体 フ ロ ア 構 造 を 模 式 的 に 示 す 下 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の I I I － I I I 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 車 体 フ ロ ア 構 造 に お け る 第 一 稜 線 及 び 第 二 稜 線 を 模 式 的  
に 示 す 部 分 拡 大 斜 視 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 、 適 宜 図 面 を 参 照 し な が ら 詳 細 に 説 明 す る 。 な お 、 参  
照 図 面 に お い て 、 「 前 後 」 は 、 車 両 の 前 後 方 向 を 示 し 、 「 左 右 」 は 、 運 転 席 か ら 見 た 左 右  
方 向 （ 車 幅 方 向 ） を 示 し 、 「 上 下 」 は 車 両 が 水 平 面 に 位 置 す る 場 合 の 上 下 方 向 を 示 す 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 車 体 フ ロ ア 構 造 １ は 、 ダ ッ シ ュ ボ ー ド ２ の  
後 側 、 か つ 、 車 幅 方 向 一 対 の サ イ ド シ ル ３ ， ３ の 間 に お い て 、 車 体 （ 車 室 ） の 床 面 を 構 成  
す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
＜ ダ ッ シ ュ ボ ー ド ＞
　 ダ ッ シ ュ ボ ー ド ２ は 、 当 該 ダ ッ シ ュ ボ ー ド ２ の 前 側 に 構 成 さ れ る 動 力 室 と 、 当 該 ダ ッ シ  
ュ ボ ー ド ２ の 後 側 に 構 成 さ れ る 車 室 と 、 を 区 画 す る 板 状 の 金 属 製 部 材 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】



10

20

30

40

50

JP 2023-150191 A 2023.10.16(4)

＜ サ イ ド シ ル ＞
　 サ イ ド シ ル ３ は 、 車 室 に お け る 車 体 の 下 部 か つ 車 幅 方 向 端 部 に お い て 、 前 後 方 向 に 延 び  
る 閉 断 面 形 状 の 金 属 製 部 材 で あ る 。 サ イ ド シ ル ３ は 、 例 え ば 、 当 該 サ イ ド シ ル ３ の 車 幅 方  
向 内 部 を 構 成 す る サ イ ド シ ル イ ン ナ と 、 当 該 サ イ ド シ ル ３ の 車 幅 方 向 外 部 を 構 成 す る サ イ  
ド シ ル ア ウ タ と 、 を 組 み 合 わ せ る こ と に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 図 １ に は 、 サ イ ド シ ル ３  
の う ち 、 サ イ ド シ ル イ ン ナ の み が 描 画 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 車 体 フ ロ ア 構 造 １ は 、 車 室 の 床 面 を 構 成 す る 部 材 と し て 、 ト ン ネ ル 部 材 １ ０ と 、 車 幅 方  
向 一 対 の フ ロ ア 部 材 ２ ０ ， ２ ０ と 、 を 備 え る 。 ま た 、 車 体 フ ロ ア 構 造 １ は 、 車 室 の 床 面 の  
上 側 に 設 け ら れ る 部 材 と し て 、 フ ロ ア ク ロ ス メ ン バ ３ ０ と 、 複 数 の シ ー ト ブ ラ ケ ッ ト ４ ０  
， ５ ０ と 、 を 備 え る 。 ま た 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 車 体 フ ロ ア 構 造 １ は 、 車 室 の 床 面 の 下 側  
に 設 け ら れ る 部 材 と し て 、 車 幅 方 向 一 対 の フ ロ ア フ レ ー ム ６ ０ ， ６ ０ を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
＜ ト ン ネ ル 部 材 ＞
　 図 １ に 示 す よ う に 、 ト ン ネ ル 部 材 １ ０ は 、 車 室 の 床 面 に お け る 車 幅 方 向 中 間 部 を 構 成 す  
る 略 ハ ッ ト 形 状 の 金 属 製 部 材 で あ る 。 ト ン ネ ル 部 材 １ ０ の 前 端 部 は 、 ダ ッ シ ュ ボ ー ド ２ の  
下 端 部 に 重 ね ら れ て お り 、 当 該 下 端 部 に 対 し て 溶 接 等 に よ っ て 接 合 さ れ て い る 。 ト ン ネ ル  
部 材 １ ０ は 、 上 壁 部 １ １ と 、 上 壁 部 １ １ の 車 幅 方 向 両 端 部 か ら 下 方 に 延 設 さ れ る 一 対 の 側  
壁 部 １ ２ , １ ２ と 、 側 壁 部 １ ２ の 下 端 部 か ら 車 幅 方 向 外 側 に 延 設 さ れ る 下 壁 部 １ ３ ， １ ３  
と 、 を 一 体 に 備 え る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 壁 部 １ １ 及 び 一 対 の 側 壁 部 １ ２ ， １ ２ は 、 フ ロ ア 部 の 車 幅 方 向 中 間 部 に お い て 延 び て  
お り 、 上 に 凸 形 状 を 呈 す る ト ン ネ ル 部 を 構 成 す る 。 下 壁 部 １ ３ は 、 車 幅 方 向 一 対 の サ イ ド  
シ ル ３ ， ３ 間 に 架 設 さ れ る フ ロ ア 部 の 一 部 を 構 成 す る 。 ト ン ネ ル 部 （ 上 壁 部 １ １ ） の フ ロ  
ア 部 （ 下 壁 部 １ ３ ） に 対 す る 上 下 方 向 高 さ は 、 後 方 に い く に つ れ て 低 く な る よ う に 設 定 さ  
れ て い る （ 図 ３ の 矢 印 Ｈ １ ， Ｈ ２ ， Ｈ ３ 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ト ン ネ ル 部 材 １ ０ に は 、 ビ ー ド 部 ８ ０ が 形 成 さ れ て い る 。 ビ ー ド 部 ８ ０ に つ い て は 、 後  
で 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て 、 ト ン ネ ル 部 材 １ ０ の 上 壁 部 １ １ 及 び 側 壁 部 １ ２ の 境 界 部 分 に 構 成  
さ れ る 角 部 は 、 補 強 部 材 １ ０ ０ に よ っ て 補 強 さ れ て い る 。 補 強 部 材 １ ０ ０ は 、 前 後 方 向 に  
延 び る Ｌ 字 形 状 の 金 属 製 部 材 で あ る 。 補 強 部 材 １ ０ ０ は 、 上 壁 部 １ ０ １ と 、 上 壁 部 １ ０ １  
の 車 幅 方 向 外 端 部 か ら 下 方 に 延 設 さ れ る 下 壁 部 １ ０ ２ と 、 を 一 体 に 備 え る 。 上 壁 部 １ ０ １  
は 、 ト ン ネ ル 部 材 １ ０ の 上 壁 部 １ １ の 車 幅 方 向 端 部 に 上 側 か ら 重 ね ら れ て 当 該 部 位 に 対 し  
て 溶 接 等 に よ っ て 接 合 さ れ て い る 。 側 壁 部 １ ０ ２ は 、 ト ン ネ ル 部 材 １ ０ の 側 壁 部 １ ２ の 上  
端 部 に 車 幅 方 向 外 側 か ら 重 ね ら れ て 当 該 部 位 に 対 し て 当 接 等 に よ っ て 接 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
＜ フ ロ ア 部 材 ＞
　 フ ロ ア 部 材 ２ ０ は 、 ト ン ネ ル 部 材 １ ０ 及 び サ イ ド シ ル ３ の 間 に お い て 車 室 の 床 面 を 構 成  
す る 板 状 の 金 属 製 部 材 で あ る 。 フ ロ ア 部 材 ２ ０ は 、 本 体 部 ２ １ と 、 本 体 部 ２ １ の 車 幅 方 向  
外 端 部 か ら 上 方 に 延 設 さ れ る フ ラ ン ジ 部 ２ ２ と 、 を 一 体 に 備 え る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 体 部 ２ １ は 、 車 幅 方 向 一 対 の サ イ ド シ ル ３ ， ３ 間 に 架 設 さ れ る フ ロ ア 部 の 主 部 を 構 成  
す る 。 本 体 部 ２ １ の 前 端 部 は 、 ダ ッ シ ュ ボ ー ド ２ の 下 端 部 に 重 ね ら れ て お り 、 当 該 下 端 部  
に 対 し て 溶 接 等 に よ っ て 接 合 さ れ て い る 。 フ ラ ン ジ 部 ２ ２ は 、 サ イ ド シ ル ３ の 車 幅 方 向 内  
側 面 に 車 幅 方 向 内 側 か ら 重 ね ら れ て お り 、 当 該 車 幅 方 向 内 側 面 に 対 し て 溶 接 等 に よ っ て 接  
合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
＜ フ ロ ア ク ロ ス メ ン バ ＞
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　 フ ロ ア ク ロ ス メ ン バ ３ ０ は 、 ト ン ネ ル 部 材 １ ０ の 側 壁 部 １ ２ か ら 車 幅 方 向 外 側 に 延 び て  
お り 、 ト ン ネ ル 部 材 １ ０ の 下 壁 部 １ ３ 及 び フ ロ ア 部 材 ２ ０ の 本 体 部 ２ １ と 協 働 し て 車 幅 方  
向 に 延 び る 閉 断 面 を 構 成 す る 略 ハ ッ ト 形 状 の 金 属 製 部 材 で あ る 。 フ ロ ア ク ロ ス メ ン バ ３ ０  
の 車 幅 方 向 内 端 部 は 、 ト ン ネ ル 部 材 １ ０ の 側 壁 部 １ ２ 及 び 上 壁 部 １ １ と 溶 接 等 に よ っ て 接  
合 さ れ て い る 。 フ ロ ア ク ロ ス メ ン バ ３ ０ の 車 幅 方 向 外 端 部 は 、 サ イ ド シ ル ３ の 内 壁 部 の 近  
傍 に 位 置 し て お り 、 当 該 内 壁 部 に 対 し て 直 接 的 又 は 間 接 的 に 連 結 さ れ て い る 。 フ ロ ア ク ロ  
ス メ ン バ ３ ０ は 、 車 両 の 側 突 時 に お い て サ イ ド シ ル ３ か ら 入 力 さ れ る 側 突 荷 重 を 、 ト ン ネ  
ル 部 へ 伝 達 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 フ ロ ア ク ロ ス メ ン バ ３ ０ は 、 上 壁 部 ３ １ と 、 上 壁 部 ３ １ の 前 端 部 か ら 下 方 に 延 設 さ れ る  
前 壁 部 ３ ２ と 、 上 壁 部 ３ １ の 後 端 部 か ら 下 方 に 延 設 さ れ る 後 壁 部 ３ ３ と 、 を 一 体 に 備 え る  
。 ま た 、 フ ロ ア ク ロ ス メ ン バ ３ ０ は 、 上 壁 部 ３ １ の 車 幅 方 向 内 端 部 か ら 車 幅 方 向 内 側 に 延  
設 さ れ る フ ラ ン ジ 部 ３ ４ と 、 前 壁 部 ３ ２ の 車 幅 方 向 内 端 部 か ら 前 方 に 延 設 さ れ る フ ラ ン ジ  
部 ３ ５ と 、 前 壁 部 ３ ２ の 下 端 部 か ら 前 方 に 延 設 さ れ る フ ラ ン ジ 部 ３ ６ と 、 を 一 体 に 備 え る  
。 ま た 、 フ ロ ア ク ロ ス メ ン バ ３ ０ は 、 後 壁 部 ３ ３ の 車 幅 方 向 内 端 部 か ら 後 方 に 延 設 さ れ る  
フ ラ ン ジ 部 ３ ７ と 、 後 壁 部 ３ ３ の 下 端 部 か ら 後 方 に 延 設 さ れ る フ ラ ン ジ 部 ３ ８ と 、 を 一 体  
に 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 フ ラ ン ジ 部 ３ ４ は 、 ト ン ネ ル 部 材 １ ０ の 上 壁 部 １ １ に 対 し て 上 側 か ら 溶 接 等 に よ っ て 接  
合 さ れ て い る 。 フ ラ ン ジ 部 ３ ５ ， ３ ７ は 、 ト ン ネ ル 部 材 １ ０ の 側 壁 部 １ ２ に 対 し て 車 幅 方  
向 外 側 か ら 溶 接 等 に よ っ て 接 合 さ れ て い る 。 フ ラ ン ジ 部 ３ ６ ， ３ ８ は 、 ト ン ネ ル 部 材 １ ０  
の 下 壁 部 １ ３ に 対 し て 上 側 か ら 溶 接 等 に よ っ て 接 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
＜ シ ー ト ブ ラ ケ ッ ト ＞
　 シ ー ト ブ ラ ケ ッ ト ４ ０ は 、 車 室 内 の 座 席 が 固 定 さ れ る 金 属 製 部 材 で あ る 。 本 実 施 形 態 で  
は 、 一 つ の 座 席 （ 運 転 席 又 は 助 手 席 ） に 対 し て 、 前 後 一 対 の シ ー ト ブ ラ ケ ッ ト ４ ０ Ｆ ， ４  
０ Ｒ が 設 け ら れ て い る 。 前 側 の シ ー ト ブ ラ ケ ッ ト ４ ０ Ｆ は 、 フ ロ ア ク ロ ス メ ン バ ３ ０ の 車  
幅 方 向 内 端 部 の 前 方 に 設 け ら れ て い る 。 後 側 の シ ー ト ブ ラ ケ ッ ト ４ ０ Ｒ は 、 フ ロ ア ク ロ ス  
メ ン バ ３ ０ の 車 幅 方 向 内 端 部 の 後 方 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 シ ー ト ブ ラ ケ ッ ト ４ ０ は 、 座 席 が 固 定 さ れ る 上 壁 部 ４ １ と 、 上 壁 部 ４ １ の 前 端 部 か ら 下  
方 に 延 設 さ れ る 前 壁 部 ４ ２ と 、 上 壁 部 ４ １ の 後 端 部 か ら 下 方 に 延 設 さ れ る 後 壁 部 ４ ３ と 、  
上 壁 部 ４ １ の 車 幅 方 向 外 端 部 か ら 下 方 に 延 設 さ れ る 外 壁 部 ４ ４ と 、 を 一 体 に 備 え る 。 ま た  
、 シ ー ト ブ ラ ケ ッ ト ４ ０ は 、 前 壁 部 ４ ２ の 下 端 部 か ら 前 方 に 延 設 さ れ る フ ラ ン ジ 部 ４ ５ と  
、 後 壁 部 ４ ３ の 下 端 部 か ら 後 方 に 延 設 さ れ る フ ラ ン ジ 部 ４ ６ と 、 外 壁 部 ４ ４ の 下 端 部 か ら  
車 幅 方 向 外 側 に 延 設 さ れ る フ ラ ン ジ 部 ４ ７ と 、 を 一 体 に 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 前 側 の シ ー ト ブ ラ ケ ッ ト ４ ０ Ｆ は 、 上 壁 部 ４ １ の 車 幅 方 向 内 端 部 か ら 車 幅 方 向 内 側 に 延  
設 さ れ る フ ラ ン ジ 部 ４ ８ を 一 体 に 備 え る 。 後 側 の シ ー ト ブ ラ ケ ッ ト ４ ０ Ｒ は 、 前 壁 部 ４ ２  
の 車 幅 方 向 内 端 部 か ら 前 方 に 延 設 さ れ る フ ラ ン ジ 部 ４ ９ Ｆ と 、 後 壁 部 ４ ３ の 車 幅 方 向 内 端  
部 か ら 後 方 に 延 設 さ れ る フ ラ ン ジ 部 ４ ９ Ｒ と 、 を 一 体 に 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 フ ラ ン ジ 部 ４ ５ ， ４ ６ ， ４ ７ は 、 ト ン ネ ル 部 材 １ ０ の 下 壁 部 １ ３ に 上 側 か ら 重 ね ら れ て  
お り 、 当 該 下 壁 部 １ ３ に 対 し て 溶 接 等 に よ っ て 接 合 さ れ て い る 。 前 側 の シ ー ト ブ ラ ケ ッ ト  
４ ０ Ｆ の フ ラ ン ジ 部 ４ ６ の 後 端 部 は 、 フ ロ ア ク ロ ス メ ン バ ３ ０ の フ ラ ン ジ 部 ３ ６ に 上 側 か  
ら 重 ね ら れ て お り 、 当 該 フ ラ ン ジ 部 ３ ６ に 対 し て 溶 接 等 に よ っ て 接 合 さ れ て い る 。 後 側 の  
シ ー ト ブ ラ ケ ッ ト ４ ０ Ｒ の フ ラ ン ジ 部 ４ ５ の 前 端 部 は 、 フ ロ ア ク ロ ス メ ン バ ３ ０ の フ ラ ン  
ジ 部 ３ ８ に 対 し て 上 側 か ら 重 ね ら れ て お り 、 当 該 フ ラ ン ジ 部 ３ ８ に 対 し て 溶 接 等 に よ っ て  
接 合 さ れ て い る 。 フ ラ ン ジ 部 ４ ８ は 、 ト ン ネ ル 部 材 １ ０ の 上 壁 部 １ １ に 上 側 か ら 重 ね ら れ  
て お り 、 当 該 上 壁 部 １ １ に 対 し て 溶 接 等 に よ っ て 接 合 さ れ て い る 。 フ ラ ン ジ 部 ４ ９ Ｆ ， ４  
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９ Ｒ は 、 ト ン ネ ル 部 材 １ ０ の 側 壁 部 １ ２ に 車 幅 方 向 外 側 か ら 重 ね ら れ て お り 、 当 該 側 壁 部  
１ ２ に 対 し て 溶 接 等 に よ っ て 接 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
＜ シ ー ト ブ ラ ケ ッ ト ＞
　 シ ー ト ブ ラ ケ ッ ト ５ ０ は 、 車 室 内 の 座 席 が 固 定 さ れ る 金 属 製 部 材 で あ る 。 本 実 施 形 態 で  
は 、 一 つ の 座 席 （ 運 転 席 又 は 助 手 席 ） に 対 し て 、 前 後 一 対 の シ ー ト ブ ラ ケ ッ ト ５ ０ Ｆ ， ５  
０ Ｒ が 設 け ら れ て い る 。 前 側 の シ ー ト ブ ラ ケ ッ ト ５ ０ Ｆ は 、 フ ロ ア ク ロ ス メ ン バ ３ ０ の 車  
幅 方 向 外 端 部 の 前 方 に 設 け ら れ て い る 。 後 側 の シ ー ト ブ ラ ケ ッ ト ５ ０ Ｒ は 、 フ ロ ア ク ロ ス  
メ ン バ ３ ０ の 車 幅 方 向 外 端 部 の 後 方 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 シ ー ト ブ ラ ケ ッ ト ５ ０ は 、 座 席 が 固 定 さ れ る 上 壁 部 ５ １ と 、 上 壁 部 ５ １ の 前 端 部 か ら 下  
方 に 延 設 さ れ る 前 壁 部 ５ ２ と 、 上 壁 部 ５ １ の 後 端 部 か ら 下 方 に 延 設 さ れ る 後 壁 部 ５ ３ と 、  
上 壁 部 ５ １ の 車 幅 方 向 内 端 部 か ら 下 方 に 延 設 さ れ る 内 壁 部 ５ ４ と 、 を 一 体 に 備 え る 。 ま た  
、 シ ー ト ブ ラ ケ ッ ト ５ ０ は 、 前 壁 部 ５ ２ の 下 端 部 か ら 前 方 に 延 設 さ れ る フ ラ ン ジ 部 ５ ５ と  
、 後 壁 部 ５ ３ の 下 端 部 か ら 後 方 に 延 設 さ れ る フ ラ ン ジ 部 ５ ６ と 、 内 壁 部 ５ ４ の 下 端 部 か ら  
車 幅 方 向 内 側 に 延 設 さ れ る フ ラ ン ジ 部 ５ ７ と 、 を 一 体 に 備 え る 。 ま た 、 シ ー ト ブ ラ ケ ッ ト  
５ ０ は 、 上 壁 部 ５ １ の 車 幅 方 向 内 端 部 か ら 車 幅 方 向 内 側 に 延 設 さ れ る フ ラ ン ジ 部 ５ ８ を 一  
体 に 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 フ ラ ン ジ 部 ５ ５ ， ５ ６ ， ５ ７ は 、 フ ロ ア 部 材 ２ ０ の 本 体 部 ２ １ に 上 側 か ら 重 ね ら れ て お  
り 、 当 該 本 体 部 ２ １ に 対 し て 溶 接 等 に よ っ て 接 合 さ れ て い る 。 前 側 の シ ー ト ブ ラ ケ ッ ト ５  
０ Ｆ の フ ラ ン ジ 部 ５ ６ の 後 端 部 は 、 フ ロ ア ク ロ ス メ ン バ ３ ０ の フ ラ ン ジ 部 ３ ６ に 上 側 か ら  
重 ね ら れ て お り 、 当 該 フ ラ ン ジ 部 ３ ６ に 対 し て 溶 接 等 に よ っ て 接 合 さ れ て い る 。 後 側 の シ  
ー ト ブ ラ ケ ッ ト ５ ０ Ｒ の フ ラ ン ジ 部 ５ ５ の 前 端 部 は 、 フ ロ ア ク ロ ス メ ン バ ３ ０ の フ ラ ン ジ  
部 ３ ８ に 上 側 か ら 重 ね ら れ て お り 、 当 該 フ ラ ン ジ 部 ３ ８ に 対 し て 溶 接 等 に よ っ て 接 合 さ れ  
て い る 。 フ ラ ン ジ 部 ５ ８ は 、 サ イ ド シ ル ３ の 上 壁 部 に 上 側 か ら 重 ね ら れ て お り 、 当 該 上 壁  
部 に 対 し て 溶 接 等 に よ っ て 接 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
＜ フ ロ ア フ レ ー ム ＞
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 フ ロ ア フ レ ー ム （ 第 一 の フ ロ ア フ レ ー ム ） ６ ０ は 、 ト ン ネ ル 部 及 び  
サ イ ド シ ル ３ の 間 に お い て 、 フ ロ ア 部 材 ２ ０ の 本 体 部 ２ １ と 協 働 し て 前 後 方 向 に 延 び る 閉  
断 面 を 構 成 す る 略 ハ ッ ト 形 状 の 金 属 製 部 材 で あ る 。 フ ロ ア フ レ ー ム ６ ０ は 、 下 壁 部 ６ １ と  
、 下 壁 部 ６ １ の 車 幅 方 向 内 端 部 か ら 上 方 に 延 設 さ れ る 内 壁 部 ６ ２ と 、 下 壁 部 ６ １ の 車 幅 方  
向 外 端 部 か ら 上 方 に 延 設 さ れ る 外 壁 部 ６ ３ と 、 を 一 体 に 備 え る 。 ま た 、 フ ロ ア フ レ ー ム ６  
０ は 、 内 壁 部 ６ ２ の 車 幅 方 向 内 端 部 か ら 車 幅 方 向 内 側 に 延 設 さ れ る フ ラ ン ジ 部 ６ ４ と 、 外  
壁 部 ６ ３ の 車 幅 方 向 外 端 部 か ら 車 幅 方 向 外 側 に 延 設 さ れ る フ ラ ン ジ 部 ６ ５ と 、 を 一 体 に 備  
え る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 フ ラ ン ジ 部 ６ ４ ， ６ ５ は 、 フ ロ ア 部 材 ２ ０ の 本 体 部 ２ １ に 下 側 か ら 重 ね ら れ て お り 、 当  
該 本 体 部 ２ １ に 対 し て 溶 接 等 に よ っ て 接 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 フ ロ ア フ レ ー ム ６ ０ の 前 端 部 に は 、 サ ブ フ レ ー ム ４ が 連 結 さ れ る 連  
結 部 位 ６ ０ ａ が 形 成 さ れ て い る 。 連 結 部 位 ６ ０ ａ は 、 下 壁 部 ６ １ が 下 方 に 膨 出 す る 形 状 を  
呈 す る 。 連 結 部 位 ６ ０ ａ の 上 下 方 向 位 置 は 、 サ ブ フ レ ー ム ４ の 後 端 部 の 上 下 方 向 位 置 と 同  
じ 高 さ に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て 、 フ ロ ア フ レ ー ム ６ ０ 及 び サ イ ド シ ル ３ の 間 に は 、 他 の フ ロ ア フ レ  
ー ム （ 第 二 の フ ロ ア フ レ ー ム ） １ １ ０ が 設 け ら れ て い る 。 フ ロ ア フ レ ー ム １ １ ０ は 、 フ ロ  
ア フ レ ー ム ６ ０ と 同 様 に 、 フ ロ ア 部 材 ２ ０ の 本 体 部 ２ １ と 協 働 し て 前 後 方 向 に 延 び る 閉 断  
面 を 構 成 す る 略 ハ ッ ト 形 状 の 金 属 製 部 材 で あ る 。



10

20

30

40

50

JP 2023-150191 A 2023.10.16(7)

【 ０ ０ ３ ４ 】
＜ サ ブ フ レ ー ム ＞
　 サ ブ フ レ ー ム ４ は 、 ト ン ネ ル 部 よ り も 前 方 に 設 け ら れ て お り 、 ダ ッ シ ュ ボ ー ド ２ の 前 方  
に 構 成 さ れ る 動 力 室 に お い て 、 車 両 の 動 力 源 と し て の エ ン ジ ン 、 モ ー タ 及 び 車 輪 （ 前 輪 ）  
の サ ス ペ ン シ ョ ン が 取 り 付 け ら れ る 金 属 製 の 骨 格 部 材 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
＜ 延 長 部 材 ＞
　 本 実 施 形 態 に お い て 、 サ ブ フ レ ー ム ４ 及 び フ ロ ア フ レ ー ム ６ ０ は 、 延 長 部 材 ７ ０ に よ っ  
て 互 い に 連 結 さ れ て い る 。 延 長 部 材 ７ ０ は 、 前 後 方 向 に 延 び る 金 属 製 の 板 状 部 材 で あ る 。  
延 長 部 材 ７ ０ の 前 端 部 は 、 サ ブ フ レ ー ム ４ の 後 端 部 に 下 側 か ら 重 ね ら れ て お り 、 当 該 サ ブ  
フ レ ー ム ４ の 後 端 部 に 対 し て 下 側 か ら ボ ル ト 締 結 等 に よ っ て 固 定 さ れ て い る 。 延 長 部 材 ７  
０ の 後 端 部 は 、 フ ロ ア フ レ ー ム ６ ０ の 連 結 部 位 ６ ０ ａ に 下 側 か ら 重 ね ら れ て お り 、 当 該 連  
結 部 位 ６ ０ ａ に 対 し て ボ ル ト 締 結 等 に よ っ て 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
＜ ビ ー ド 部 （ 第 一 稜 線 及 び 第 二 稜 線 ） ＞
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 ト ン ネ ル 部 材 １ ０ に は 、 ビ ー ド 部 ８ ０ が 形 成 さ れ て い る 。 ビ ー ド 部  
８ ０ は 、 側 壁 部 １ ２ 及 び 下 壁 部 １ ３ に 跨 っ て 形 成 さ れ て い る 。 ビ ー ド 部 ８ ０ は 、 サ ブ フ レ  
ー ム ６ ０ （ 詳 細 に は 、 連 結 部 ６ ０ ａ ） よ り も 車 幅 方 向 内 側 に 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 ビ ー  
ド 部 ８ ０ は 、 前 後 方 向 に お い て 、 連 結 部 ６ ０ ａ よ り も 後 方 、 か つ 、 フ ロ ア ク ロ ス メ ン バ ３  
０ よ り も 前 方 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 下 壁 部 １ ３ に お い て 、 ビ ー ド 部 ８ ０ は 、 前 後 方 向 に 配 列 さ れ る 複 数 の 第 一 の 稜 線 と し て  
、 前 か ら 数 え て 奇 数 組 目 の 第 一 稜 線 ８ １ ａ ， ８ １ ｂ と 、 前 か ら 数 え て 偶 数 組 目 の ８ ２ ａ ，  
８ ２ ｂ と 、 を 備 え る 。 ま た 、 ビ ー ド 部 ８ ０ は 、 前 後 稜 線 ８ ３ ａ ， ８ ３ ｂ を 備 え る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 奇 数 組 目 の 第 一 稜 線 ８ １ ａ ， ８ １ ｂ は 、 側 壁 部 １ ２ と の 境 界 部 分 か ら 車 幅 方 向 外 側 に 延  
び て お り 、 車 幅 方 向 外 側 に い く に つ れ て 前 方 に 向 か う よ う に 傾 斜 し て い る 。 偶 数 組 目 の 第  
一 稜 線 ８ ２ ａ ， ８ ２ ｂ は 、 側 壁 部 １ ２ と の 境 界 部 分 か ら 車 幅 方 向 外 側 に 延 び て お り 、 車 幅  
方 向 外 側 に い く に つ れ て 前 方 に 向 か う よ う に 傾 斜 し て い る 。 第 一 の 稜 線 ８ １ ａ ， ８ １ ｂ ，  
８ ２ ａ ， ８ ２ ｂ は 、 操 舵 、 ダ ン パ の 突 き 上 げ 等 に よ っ て サ ブ フ レ ー ム ４ か ら 連 結 部 ６ ０ ａ  
を 介 し て フ ロ ア 部 に 入 力 さ れ る 捩 じ れ 方 向 の 荷 重 に よ る 歪 み （ 図 ２ の 太 線 Ｘ 参 照 ） に 交 差  
す る 方 向 （ 好 ま し く は 、 直 交 す る 方 向 ） に 延 び て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 前 後 稜 線 ８ ３ ａ ， ８ ３ ｂ は 、 一 の 第 一 稜 線 ８ ２ ａ ， ８ ２ ｂ の 車 幅 方 向 外 端 部 と そ の 後 側  
の 第 一 稜 線 ８ １ ａ ， ８ １ ｂ の 車 幅 方 向 外 端 部 と を 繋 い で い る 。 本 実 施 形 態 に お い て 、 上 側  
と な る 第 一 稜 線 ８ １ ａ と そ の 後 側 に お い て 上 側 と な る 第 一 稜 線 ８ ２ ａ と の 間 は 、 下 方 に 窪  
む 凹 部 を 構 成 し て お り 、 下 側 と な る 第 一 稜 線 ８ ２ ｂ と そ の 後 側 に お い て 下 側 と な る 第 一 稜  
線 ８ １ ｂ と の 間 は 、 上 方 に 突 出 す る 凸 部 を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 側 壁 部 １ ２ に お い て 、 ビ ー ド 部 ８ ０ は 、 前 後 方 向 に 配 列 さ れ る 複 数 の 第 二 稜 線 と し て 、  
前 か ら 数 え て 奇 数 組 目 の 第 二 稜 線 ８ ４ ａ ， ８ ４ ｂ と 、 前 か ら 数 え て 偶 数 組 目 の 第 二 稜 線 ８  
５ ａ ， ８ ５ ｂ と 、 を 備 え る 。 ま た 、 ビ ー ド 部 ８ ０ は 、 前 後 稜 線 ８ ６ ａ ， ８ ６ ｂ を 備 え る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 奇 数 組 目 の 第 二 稜 線 ８ ４ ａ ， ８ ４ ｂ は 、 下 壁 部 １ ３ と の 境 界 部 分 か ら 上 方 に 延 び て い る  
。 車 幅 方 向 外 側 と な る 第 二 稜 線 ８ ４ ａ の 下 端 部 は 、 第 一 稜 線 ８ １ ａ の 車 幅 方 向 内 端 部 と 繋  
が っ て い る 。 車 幅 方 向 内 側 と な る 第 二 稜 線 ８ ４ ｂ の 下 端 部 は 、 第 一 稜 線 ８ １ ｂ の 車 幅 方 向  
内 端 部 と 繋 が っ て い る 。 偶 数 組 目 の 第 二 稜 線 ８ ５ ａ ， ８ ５ ｂ は 、 下 壁 部 １ ３ と の 境 界 部 分  
か ら 上 方 に 延 び て い る 。 車 幅 方 向 外 側 と な る 第 二 稜 線 ８ ５ ａ の 下 端 部 は 、 第 一 稜 線 ８ ２ ａ  
の 車 幅 方 向 内 端 部 と 繋 が っ て い る 。 車 幅 方 向 内 側 と な る 第 二 稜 線 ８ ５ ｂ の 下 端 部 は 、 第 一  
稜 線 ８ ２ ｂ の 車 幅 方 向 内 端 部 と 繋 が っ て い る 。
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【 ０ ０ ４ ２ 】
　 前 後 稜 線 ８ ６ ａ ， ８ ６ ｂ は 、 一 の 第 二 稜 線 ８ ４ ａ ， ８ ４ ｂ の 車 幅 方 向 外 端 部 と そ の 後 側  
の 第 二 稜 線 ８ ５ ａ ， ８ ５ ｂ の 車 幅 方 向 外 端 部 と を 繋 い で い る 。 本 実 施 形 態 に お い て 、 車 幅  
方 向 外 側 と な る 第 二 稜 線 ８ ３ ａ と そ の 後 側 に お い て 車 幅 方 向 外 側 と な る 第 二 稜 線 ８ ４ ａ と  
の 間 は 、 車 幅 方 向 内 側 に 窪 む 凹 部 を 構 成 し て お り 、 車 幅 方 向 内 側 と な る 第 二 稜 線 ８ ３ ｂ と  
そ の 後 側 に お い て 車 幅 方 向 内 側 と な る 第 二 稜 線 ８ ４ ｂ と の 間 は 、 車 幅 方 向 外 側 に 突 出 す る  
凸 部 を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 車 室 の フ ロ ア 部 で は 、 例 え ば 、 サ ブ フ レ ー ム ４ か ら 入 力 さ れ た 応 力 が 、 ト ン ネ ル 部 近 傍  
に 集 中 す る こ と が あ る 。 か か る 応 力 は 、 ト ン ネ ル 部 近 傍 に お い て 、 当 該 フ ロ ア 部 を 捩 じ る  
よ う に 作 用 し （ 捩 じ れ 方 向 の 荷 重 ） 、 フ ロ ア 部 の 歪 み 及 び 変 形 （ 破 断 等 ） を 引 き 起 こ す お  
そ れ が あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ れ に 対 し 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 車 体 フ ロ ア 構 造 １ は 、 車 幅 方 向 一 対 の サ イ ド シ ル  
３ ， ３ 間 に 架 設 さ れ る フ ロ ア 部 （ 下 壁 部 １ ３ 及 び 本 体 部 ２ １ ） と 、 前 記 フ ロ ア 部 の 車 幅 方  
向 中 間 部 に お い て 前 後 方 向 に 延 び て お り 、 上 に 凸 形 状 を 呈 す る ト ン ネ ル 部 （ 上 壁 部 １ １ 及  
び 側 壁 部 １ ２ ， １ ２ ） と 、 を 備 え 、 前 記 フ ロ ア 部 に は 、 前 記 ト ン ネ ル 部 と の 境 界 部 か ら 車  
幅 方 向 に 延 び る 複 数 の 第 一 稜 線 ８ １ ａ ， ８ １ ｂ ， ８ ２ ａ ， ８ ２ ｂ が 形 成 さ れ て お り 、 複 数  
の 前 記 第 一 稜 線 ８ １ ａ ， ８ １ ｂ ， ８ ２ ａ ， ８ ２ ｂ は 、 車 幅 方 向 外 側 に い く に つ れ て 前 方 に  
向 か う よ う に 傾 斜 し て い る 。
　 し た が っ て 、 車 体 フ ロ ア 構 造 １ は 、 第 一 の 稜 線 ８ １ ａ ， ８ １ ｂ ， ８ ２ ａ ， ８ ２ ｂ が フ ロ  
ア 部 の 歪 み の 方 向 （ 図 ２ の 太 線 Ｘ 参 照 ） に 交 差 す る 方 向 （ 好 ま し く は 、 直 交 す る 方 向 ） に  
延 び て い る の で 、 ト ン ネ ル 部 近 傍 に 集 中 す る 応 力 （ 捩 じ れ 荷 重 ） を 第 一 の 稜 線 ８ １ ａ ， ８  
１ ｂ ， ８ ２ ａ ， ８ ２ ｂ に 分 散 す る こ と に よ っ て 、 当 該 応 力 に 対 す る 剛 性 を 向 上 す る こ と が  
で き 、 フ ロ ア 部 の 歪 み 及 び 変 形 （ 破 断 等 ） を 好 適 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 車 体 フ ロ ア 構 造 １ に お い て 、 前 記 ト ン ネ ル 部 は 、 前 記 フ ロ ア 部 か ら 上 方 に 延 設 さ れ る 車  
幅 方 向 一 対 の 側 壁 部 １ ２ ， １ ２ と 、 車 幅 方 向 一 対 の 前 記 側 壁 部 １ ２ ， １ ２ の 上 端 部 同 士 を  
繋 ぐ 上 壁 部 １ １ と 、 を 備 え 、 前 記 側 壁 部 １ ２ に は 、 前 記 第 一 稜 線 ８ １ ａ ， ８ １ ｂ ， ８ ２ ａ  
， ８ ２ ｂ と 繋 が っ て 上 下 方 向 に 延 び る 複 数 の 第 二 稜 線 ８ ４ ａ ， ８ ４ ｂ ， ８ ５ ａ ， ８ ５ ｂ が  
形 成 さ れ て い る 。
　 し た が っ て 、 車 体 フ ロ ア 構 造 １ は 、 第 一 稜 線 ８ １ ａ ， ８ １ ｂ ， ８ ２ ａ ， ８ ２ ｂ に 作 用 す  
る 応 力 を 、 当 該 第 一 稜 線 ８ １ ａ ， ８ １ ｂ ， ８ ２ ａ ， ８ ２ ｂ と 連 続 す る 第 二 稜 線 ８ ４ ａ ， ８  
４ ｂ ， ８ ５ ａ ， ８ ５ ｂ に 伝 達 し て 側 壁 部 １ ２ へ 分 散 す る こ と が で き 、 フ ロ ア 部 の 歪 み 及 び  
変 形 を よ り 好 適 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 車 体 フ ロ ア 構 造 １ に お い て 、 複 数 の 前 記 第 一 稜 線 ８ １ ａ ， ８ １ ｂ ， ８ ２ ａ ， ８ ２ ｂ 及 び  
複 数 の 前 記 第 二 稜 線 ８ ４ ａ ， ８ ４ ｂ ， ８ ５ ａ ， ８ ５ ｂ は 、 前 記 フ ロ ア 部 及 び 前 記 ト ン ネ ル  
部 に 跨 る ビ ー ド 部 ８ ０ に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。
　 し た が っ て 、 車 体 フ ロ ア 構 造 １ は 、 連 続 す る 第 一 稜 線 ８ １ ａ ， ８ １ ｂ ， ８ ２ ａ ， ８ ２ ｂ  
及 び 第 二 稜 線 ８ ４ ａ ， ８ ４ ｂ ， ８ ５ ａ ， ８ ５ ｂ を 簡 易 な 加 工 で 形 成 す る こ と が で き る と と  
も に 、 ビ ー ド 部 ８ ０ に よ っ て 形 成 さ れ る 一 対 の 第 一 稜 線 ８ １ ａ ， ８ １ ｂ 及 び 第 二 稜 線 ８ ４  
ａ ， ８ ４ ｂ （ 及 び 第 一 稜 線 ８ ２ ａ ， ８ ２ ｂ 及 び 第 二 稜 線 ８ ５ ａ ， ８ ５ ｂ ） が 近 接 し て 設 け  
ら れ て い る の で 、 ト ン ネ ル 部 近 傍 に 集 中 す る 応 力 を よ り 好 適 に 分 散 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 車 体 フ ロ ア 構 造 １ に お い て 、 前 記 フ ロ ア 部 に は 、 前 記 ト ン ネ ル 部 よ り も 前 方 に 設 け ら れ  
て い る サ ブ フ レ ー ム ４ が 連 結 さ れ て お り 、 複 数 の 前 記 第 一 稜 線 ８ １ ａ ， ８ １ ｂ ， ８ ２ ａ ，  
８ ２ ｂ 及 び 複 数 の 前 記 第 二 稜 線 ８ ４ ａ ， ８ ４ ｂ ， ８ ５ ａ ， ８ ５ ｂ は 、 前 記 フ ロ ア 部 及 び 前  
記 サ ブ フ レ ー ム ４ の 連 結 部 位 （ 連 結 部 ６ ０ ａ ） よ り も 車 幅 方 向 内 側 に 配 置 さ れ て い る
　 し た が っ て 、 車 体 フ ロ ア 構 造 １ は 、 サ ブ フ レ ー ム ４ か ら 連 結 部 位 を 介 し て フ ロ ア 部 に 入  
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力 さ れ る 荷 重 に よ っ て 発 生 す る 応 力 を 、 当 該 第 一 稜 線 ８ １ ａ ， ８ １ ｂ ， ８ ２ ａ ， ８ ２ ｂ と  
連 続 す る 第 二 稜 線 ８ ４ ａ ， ８ ４ ｂ ， ８ ５ ａ ， ８ ５ ｂ に 伝 達 し て 側 壁 部 １ ２ へ 分 散 す る こ と  
が で き 、 フ ロ ア 部 の 歪 み 及 び 変 形 を よ り 好 適 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 車 体 フ ロ ア 構 造 １ は 、 前 記 フ ロ ア 部 に お け る 前 記 ト ン ネ ル 部 及 び 前 記 サ イ ド シ ル ３ の 間  
に お い て 、 前 後 方 向 に 延 び る フ ロ ア フ レ ー ム ６ ０ を 備 え 、 前 記 サ ブ フ レ ー ム ４ は 、 延 長 部  
材 ７ ０ を 介 し て 前 記 フ ロ ア フ レ ー ム ６ ０ に 連 結 さ れ て お り 、 複 数 の 前 記 第 一 稜 線 ８ １ ａ ，  
８ １ ｂ ， ８ ２ ａ ， ８ ２ ｂ 及 び 複 数 の 前 記 第 二 稜 線 ８ ４ ａ ， ８ ４ ｂ ， ８ ５ ａ ， ８ ５ ｂ は 、 前  
記 フ ロ ア フ レ ー ム ６ ０ 及 び 前 記 延 長 部 材 ７ ０ の 連 結 部 位 （ 連 結 部 ６ ０ ａ ） よ り も 車 幅 方 向  
内 側 に 配 置 さ れ て い る 。
　 し た が っ て 、 車 体 フ ロ ア 構 造 １ は 、 フ ロ ア フ レ ー ム ６ ０ 及 び ト ン ネ ル 部 の 間 に 作 用 す る  
応 力 を 分 散 し 、 さ ら に 側 壁 部 １ ２ へ 伝 達 し て 分 散 す る こ と が で き る の で 、 フ ロ ア 部 の 歪 み  
及 び 変 形 を よ り 好 適 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 車 体 フ ロ ア 構 造 １ に お い て 、 前 記 ト ン ネ ル 部 の 前 記 フ ロ ア 部 か ら の 上 下 方 向 高 さ は 、 後  
方 に い く に つ れ て 低 く な る よ う に 設 定 さ れ て い る 。
　 し た が っ て 、 車 体 フ ロ ア 構 造 １ は 、 製 造 段 階 で 発 生 す る ト ン ネ ル 部 の 周 長 差 、 皺 、 歪 み  
を ビ ー ド 部 ８ ０ に よ っ て 抑 制 し 、 車 体 の 床 面 （ パ ネ ル 部 及 び ト ン ネ ル 部 ） の 剛 性 バ ラ ツ キ  
を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 車 体 フ ロ ア 構 造 １ は 、 前 記 ト ン ネ ル 部 か ら 車 幅 方 向 外 側 に 延 び る フ ロ ア ク ロ ス メ ン バ ３  
０ を 備 え 、 複 数 の 前 記 第 一 稜 線 ８ １ ａ ， ８ １ ｂ ， ８ ２ ａ ， ８ ２ ｂ 及 び 複 数 の 前 記 第 二 稜 線  
８ ４ ａ ， ８ ４ ｂ ， ８ ５ ａ ， ８ ５ ｂ は 、 前 記 フ ロ ア ク ロ ス メ ン バ ３ ０ よ り も 前 方 に 設 け ら れ  
て い る 。
　 し た が っ て 、 車 体 フ ロ ア 構 造 １ は 、 パ ネ ル 部 の 捻 じ れ に よ る 歪 み 及 び 変 形 並 び に 側 突 荷  
重 の 両 方 に 好 適 に 対 応 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は 前 記 実 施 形 態 に 限 定 さ れ ず 、 本  
発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 適 宜 変 更 可 能 で あ る 。 例 え ば 、 第 一 稜 線 ８ １ ａ ， ８ １ ｂ ，  
８ ２ ａ ， ８ ２ ｂ の 数 、 配 置 角 度 、 配 置 間 隔 等 は 、 車 種 に 応 じ て 適 宜 設 定 可 能 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 １       車 体 パ ネ ル 構 造
　 ３       サ イ ド シ ル
　 ４       サ ブ フ レ ー ム
　 １ ０     ト ン ネ ル 部 材
　 １ １     上 壁 部 （ ト ン ネ ル 部 ）
　 １ ２     側 壁 部 （ ト ン ネ ル 部 ）
　 １ ３     下 壁 部 （ フ ロ ア 部 ）
　 ２ ０     フ ロ ア 部 材
　 ２ １     本 体 部 （ フ ロ ア 部 ）
　 ３ ０     フ ロ ア ク ロ ス メ ン バ
　 ６ ０     フ ロ ア フ レ ー ム
　 ７ ０     延 長 部 材
　 ８ ０     ビ ー ド 部
　 ８ １ ａ ， ８ １ ｂ ， ８ ２ ａ ， ８ ２ ｂ   第 一 稜 線
　 ８ ４ ａ ， ８ ４ ｂ ， ８ ５ ａ ， ８ ５ ｂ   第 二 稜 線
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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